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　⑤生活行動 ･ 習慣の状態は，D 型や C 型のように情緒が安定している学生ほど望ましい傾
向にあったが，情緒が安定していることがバランスのとれた安定した生活行動をもたらしてい
るものと考えられた。





　⑧ストレス度は，E 型や B 型のように情緒が不安定な学生ほど高い傾向にあったが，スト
レスが蓄積しやすくなったり，ストレスの解消がうまくできない状態になっているのではない
かと考えられた。
　⑨生きがい度は，E 型や B 型のように情緒が不安定の学生ほど低い傾向にあったが，スト
レスの蓄積，心身の不調，生活の不規則などにより，生きがいの多い健康的な生活が阻害され
ているのではないかと思われた。














































　A～E の 5 つの類型をそれぞれ典型，準型，混
合型に細かく区分8）すると，A 型では典型（A）
が 4 名，準型（A’）が 8 名，混合型（A’’）が
15名，B 型では典型（B）が 7 名，準型（B’）が
11名，混合型（AB）が 3 名，C 型では典型（C）
が16名，準型（C’）が11名，混合型（AC）が15名，
D 型では典型（D）が 5 名，準型（D’）が22名，
混合型（AD）が 7 名，E型では典型（E）が 4 名，
準型（E’）が15名，混合型（AE）が 4 名であった。
　また，C 型と D 型を合わせた情緒安定傾向の
学生は76名で， 全体の52% を占め，B 型と E 型
を合わせた情緒不安定傾向の学生は44名で，全体
の30% を占めた。
　さらに，B 型と D 型を合わせた積極的傾向の




















C 型と D 型を合わせた情緒安定傾向の学生は全



























陸上競技13名（ 9 %），ソフトボール 7 名（ 5 %）
と続き，種目は15種類に及んだ。高校ではテニス
が14名（10%）と最も多く，以下バトミントン11
名（ 7 %），バスケットボール 9 名（ 6 %），バレー































安定積極）型が33% と最も低かった。また χ 2 検
定11）の結果，A 型－ B 型，A 型－ D 型，B 型－




  このように，D 型で中学 ･ 高校とも運動部活動
を行っていた学生が最も多かったが，情緒が安定
し，積極性があることが運動部活動の継続に大き





A 型 B 型 C 型 D 型 E 型 全体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
典型（A・B・C・D・E） 4 2.7 7 4.8 16 10.9 5 3.4 4 2.7 36 24.5
準型 （A’・B’・C’・D’・E） 8 5.4 11 7.5 11 7.5 22 15 15 10.2 67 45.6
混合型（A”・AB・AC・AD・AE） 15 10.2 3 2 15 10.2 7 4.8 4 2.7 44 29.9











競技スポーツ型（運動量スコア75以上） が 2 名










































+C D+E A+B C+D
A（平均）型 48 52 41 59 26 74 78 22 63 37 37 63 81 19 52 48 63 37
B（不安定・積極）型 33 67 43 57 33 67 48 52 33 67 43 57 76 24 48 52 57 43
C（安定・消極）型 50 50 50 50 76 24 69 31 83 17 52 48 98 2 52 48 95 5
D（安定・積極）型 65 35 44 56 82 18 88 12 88 12 71 29 100 0 74 26 91 9
E（不安定・消極）型 43 57 39 61 52 48 57 43 52 48 35 65 57 43 22 78 26 74
表 3 ．性格類型間の各調査項目の回答の比率の有意差の有無  （数字は X 2 値）








A 型－ B 型
0.082 4.669 1.178 19.305 18.029 0.75 0.741 0.32 0.75
* *** ***
A 型－ C 型
1.633 0.08 50.02 2.079 10.147 4.555 15.376 0 30.862
*** *** * *** ***
A 型－ D 型
0.184 5.879 63.124 1.434 16.894 23.269 20.994 10.382 22.134
** *** *** *** *** *** ***
A 型－ E 型
0.083 0.504 14.208 10.051 2.476 0.087 13.464 1.931 27.721
*** *** *** ***
B 型－ C 型
0.985 5.952 37.282 9.082 51.314 1.624 21.397 0.32 39.583
** *** *** *** *** ***
B 型－ D 型
0.02 20.488 49.125 36.765 63.291 15.993 27.273 14.208 30.042
*** *** *** *** *** *** *** ***
B 型－ E 型
0.311 2.122 7.386 1.624 7.386 1.345 8.102 14.857 19.792
*** *** *** *** ***
C 型－ D 型
0.723 4.604 1.085 2.4 1.008 7.623 2.02 10.382 1.229
* *** ***
C 型－ E 型
2.45 0.985 12.5 3.089 21.903 5.879 48.201 19.305 99.613
*** *** ** *** *** ***
D 型－ E 型
0.515 9.742 20.353 24.1 30.857 26.014 54.777 54.167 87.015
*** *** *** *** *** *** *** ***
























していることが考えられた。（表 2 ，表 3 ，表 4 ，
表 5 を参照）
⑷　心身の状態
　健康生活テストでは，Q 1 ～ 7 の回答結果に基
表 4 ．性格類型別にみた各調査項目のスコアの平均と標準偏差
区　　分 運動量 心身の状態 生活行動・習慣 健康生活全般 運動実践 ストレス度 生きがい度
A（平均）型 12.9±11.4 19.8±3.5 16.3±3.1 36.1±5.7 3.9±1.1 58.1±12.8 25.0±5.3
B（不安定・積極）型 14.3±14.0 20.8±4.3 17.1±2.8 38.1±6.1 3.9±1.2 58.6±13.7 24.3±7.9
C（安定・消極）型 18.5±16.2 16.6±3.1 15.7±2.6 32.3±4.4 3.7±1.0 43.8±8.3 24.6±6.4
D（安定・積極）型 21.7±22.0 15.6±3.3 14.2±3.0 29.9±5.6 3.2±1.4 44.2±8.5 29.6±7.3
E（不安定・消極）型 14.3±17.8 19.8±4.3 17.2±3.0 37.0±6.6 3.9±1.2 70.3±16.8 19.6±6.3







A 型－ B 型
0.381 0.89 1.015 1.109 0.031 0.13 0.366
A 型－ C 型
1.561 3.97 4.618 3.11 0.643 5.63 0.27
* ** **
A 型－ D 型
1.891 4.822 2.685 4.276 2.043 5.099 2.756
** * **
A 型－ E 型
0.386 0.027 1.042 0.519 0.185 2.921 3.303
B 型－ C 型
1.009 4.421 1.955 4.232 0.697 5.312 0.161
* * **
B 型－ D 型
1.376 5.053 3.571 5.037 1.892 4.823 2.536
** **
B 型－ E 型
0.006 0.771 0.114 0.521 0.137 2.518 2.174
C 型－ D 型
0.753 1.362 2.34 2.096 1.873 0.207 3.187
C 型－ E 型
0.967 3.471 2.11 3.443 2.597 8.551 3.036
**
D 型－ E 型
1.346 4.196 3.727 4.396 1.972 7.782 5.388









20名（14%） であり，A または B の判定の心身
の状態が良い傾向にある学生は 4 分の 1 にとど




結果12）をみると，A または B の判定の心身の状










平均値の多重比較の結果，A 型－ C 型，A 型－








積極）型が18% と最も低かった。また χ 2 検定の
結果，A 型－ C 型，A 型－ D 型，B 型－ C 型，



















わめて悪い状態）が12名（ 8 %）であり，A また
は B の判定の生活行動・習慣の状態が良い傾向





結果12）をみると，A または B の判定の生活行動 ･
習慣の状態が良い傾向にある学生が21%，D また


















定積極）型が12% と最も低かった。また χ 2 検定
の結果，A 型－ B 型，A 型－ E 型，B 型－ C 型，






　このように，D 型や C 型のように情緒が安定













が 5 名（ 3 %），B（だいたい良い状態） が31名
（21%），C（平均的な状態）が65名（44%），D（あ
まり良くない状態）が36名（25%），E（きわめて
悪い状態） が10名（ 7 %） であり，A または B
の判定の健康生活全般の状態が良い傾向にある学

























積極）型が12% と最も低かった。また χ 2 検定の
結果，A 型－ B 型，A 型－ C 型，A 型－ D 型，
B 型－ C 型，B 型－ D 型，B 型－ E 型，C 型－




　このように，D 型や C 型のように情緒が安定














が49名（33%）であり，A または B のよくスポー
ツや運動に取り組む傾向にある学生は 1 割強にと




結果12） をみると，A または B の判定となった
よくスポーツや運動に取り組む傾向にある学生が



















定消極） 型が48% と続き，D（安定積極） 型が
29% と最も低かった。また χ 2 検定の結果，A 型
－ C 型，A 型－ D 型，B 型－ D 型，C 型－ D 型，















名（ 7 %） であり，A または B と判定されたス
トレス度が低い傾向の学生が 7 割以上を占めた















いた平均値の多重比較の結果，A 型－ C 型，A
型－D型，B型－C型，B型－D型，C型－E型，






型が 2 % と続き，D（安定積極）型が 0 % と最も
低かった。また χ 2 検定の結果，A 型－ C 型，A
型－D型，A型－E型，B型－C型，B型－D型，




　このように，E 型や B 型のように情緒が不安














が26名（18%） であり，A または B と判定され
た生きがい度の高いと思われる学生は 4 分の 1 に


















用いた平均値の多重比較の結果，A 型－ D 型，B
型－D型，B型－E型，C型－D型，C型－E型，








B 型－ D 型，B 型－ E 型，C 型－ D 型，C 型－






























が74% と最も高く， 以下 B（不安定積極） 型が
43%，A（平均） 型が37%，D（安定積極） 型が
9 %と続き，C（安定消極）型が 5 %と最も低かっ
た。 また χ 2 検定の結果，A 型－ C 型，A 型－
D 型，A 型－ E 型，B 型－ C 型，B 型－ D 型，



















































　⑤生活行動 ･ 習慣の状態は，D 型や C 型のよ







　⑥健康生活全般の状態は， D 型や C 型のように











　⑧ストレス度は，E 型や B 型のように情緒が
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